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C H A P T E R 5
機能、テンプレート、サービス、
およびユーザの設定

Cisco Unified IP Phone をネットワークに設置し、ネットワーク設定値を設定し、

それを Cisco Unified CallManager に追加した後は、Cisco Unified CallManager の管

理アプリケーションを使用して、テレフォニー機能の設定、電話テンプレートの

修正（オプション）、サービスの設定、およびユーザの割り当てを行う必要があ

ります。

この章では、これらの設定手順の概要を説明します。手順の詳細な説明について

は、Cisco Unified CallManager のマニュアルを参照してください。

ユーザへの情報の提供方法、および提供すべき情報の種類については、付録 A

「Web サイトによるユーザへの情報提供」を参照してください。

英語以外の環境に電話機を設定する方法については、付録 C「各言語ユーザのサ

ポート」を参照してください。

この章は、次の項目で構成されています。

• 電話機で使用可能なテレフォニー機能（P.5-2）

• 社内ディレクトリとパーソナル ディレクトリの設定（P.5-15）

• 電話ボタン テンプレートの変更（P.5-17）

• ソフトキー テンプレートの設定（P.5-18）

• サービスの設定（P.5-19）

• Cisco Unified CallManager へのユーザの追加（P.5-20）

• ユーザ オプション Web ページの管理（P.5-21）
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第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

電話機で使用可能なテレフォニー機能
電話機で使用可能なテレフォニー機能
Cisco Unified IP Phone を Cisco Unified CallManager に追加した後、その電話機に

機能を追加することができます。表 5-1 は、サポート対象のテレフォニー機能の

リストを示しています。これらの機能の多くは、Cisco Unified CallManager の管

理ページを使用して設定できます。参照先の欄は、設定手順や関連情報が記載さ

れている Cisco Unified CallManager およびその他のマニュアルを示しています。

電話機の機能の使用方法については、『Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE お

よび 7941G/7941G-GE 電話ガイド』を参照してください。電話機の機能の一覧に

ついては、『Cisco Unified IP Phone Features A － Z』を参照してください。

（注） Cisco Unified CallManager の管理ページでは、各種テレフォニー機能の設定に使

用できるいくつかのサービス パラメータも用意しています。サービス パラメー

タの詳細、およびサービス パラメータによって制御される機能の詳細について

は、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイド』を参照してく

ださい。
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第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

電話機で使用可能なテレフォニー機能
表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能

機能 説明 参照先

固定短縮ダイヤル 電話機のキーパッドに割り当てられた

インデックス コード（1 ～ 99）を入力

すると、短縮ダイヤルで電話をかけら

れます。

インデックス コードの割り当ては、

ユーザ オプション Web ページで行い

ます。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」の

章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone」の章

匿名コール ブロッ

ク

ユーザが匿名の発信者からのコールを

拒否できるようにします。

『Cisco Unified CallManager アドミニス

トレーション ガイド』の「SIP プロファ

イルの設定」の章を参照してください。

自動応答 呼び出し音が 1 ～ 2 回鳴った後で着信

コールに自動的に接続します。

自動応答は、スピーカフォンまたは

ヘッドセットのいずれかで機能しま

す。

『Cisco Unified CallManager アドミニス

トレーション ガイド』の「電話番号の

設定」の章を参照してください。

自動ピックアップ ユーザがコール ピックアップ、グルー

プ コール ピックアップ、およびその他

のグループ コール ピックアップをワ

ンタッチで使用できるようにします。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の「ピッ

クアップ グループの設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「コール ピックアッ

プおよびグループ コール ピック

アップ」の章
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第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

電話機で使用可能なテレフォニー機能
割り込み ユーザが共有回線上の非プライベート

コールに参加できるようにします。割

り込み機能には、C 割り込みと割り込

みがあります。

• C 割り込みでは、ユーザはコール

に追加され、コールが会議に切り

替えられます。他の参加者が会議

機能にアクセスできるようになり

ます。

• 割り込みでは、ユーザはコールに

追加されますが、コールが会議に

切り替えられることはありませ

ん。

割り込みでは、次の 2 つの会議モード

がサポートされています。

• ターゲット デバイス（割り込み先

の 電 話 機）で の 組 み 込 み の

Conference Bridge。このモードで

は、［割込み］ソフトキーが使用さ

れます。

• 共有された Conference Bridge。こ

のモードでは、［C 割込］ソフト

キーが使用されます。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」の

章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能お
よびサービス ガイド』の「割り込

みとプライバシー」の章

外線コールの外部転

送禁止

外線コールを別の外線番号へ転送する

ことを禁止します。

『Cisco Unified CallManager 機能および

サービス ガイド』の「External Call

Transfer Restrictions の機能」の章を参照

してください。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 参照先
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第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

電話機で使用可能なテレフォニー機能
ビジー ランプ 

フィールド（BLF）

短縮ダイヤル

ユーザは、短縮ダイヤル ボタンに関連

付けられた電話番号（DN）のコール状

態を監視できます。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」の

章

• 『Cisco Unified CallManager 機能お
よびサービス ガイド』の「プレゼ

ンス」の章

コールの表示制限 コールに関与している通話相手に応じ

て、発信している回線または接続され

ている回線のどちらの情報を表示する

かを決定します。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」の

章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「ルート プランの概

要」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能お
よびサービス ガイド』の

「Call Display Restrictions 機能」の章

コール転送 ユーザが着信コールを別の番号にリダ

イレクトできるようにします。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「電話番号の設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 参照先
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第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

電話機で使用可能なテレフォニー機能
コール パーク コールをいったんパーク（一時的に保

存）し、その後で Cisco Unified

CallManager システムの別の電話機を

使用してそのコールを取得できるよう

にします。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の「コー

ル パーク」の章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能お
よびサービス ガイド』の「コール

パーク」の章

コール ピックアッ

プ

ユーザが、別の電話機で呼び出し音が

鳴っているコールを自分の電話機にリ

ダイレクトして、コールに応答できる

ようにします。 

（この表の「グループ コール ピック

アップ」および「他のグループ ピック

アップ」も参照してください。）

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の「ピッ

クアップ グループの設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「コール ピックアッ

プ」の章

コール待機 電話中に新しい着信コールを受信して

いることを知らせます（応答すること

もできます）。 

また、着信コール情報が電話機の LCD

スクリーンに表示されます。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」の

章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 参照先
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電話機で使用可能なテレフォニー機能
発信者 ID 電話番号、氏名など発信者の識別情報

を電話機の LCD スクリーンに表示し

ます。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」の

章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「ルート プランの概

要」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能お
よびサービス ガイド』の「Call
Display Restrictions 機能」の章

発信者 ID ブロック 発信者 ID が有効になっている電話機

から、ユーザが自分の電話番号または

電子メール アドレスをブロックでき

るようにします。

『Cisco Unified CallManager アドミニス

トレーション ガイド』の「SIP プロファ

イルの設定」の章を参照してください。

Cisco Call Back ビジーまたは通話不能だった相手が通

話可能になったときに、ユーザに対し

て呼び出し音を鳴らしてメッセージを

表示します。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能お
よびサービス ガイド』の「Cisco
Call Back」の章

会議 会議（アドホック会議）では、ユーザ

が各参加者にコールし、会議を開始で

きます。

詳細については、『Cisco Unified 

CallManager システム ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone」の章を参照し

てください。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 参照先
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電話機で使用可能なテレフォニー機能
設定可能なコール転

送の表示

コールの転送時に電話機に表示される

情報を指定できます。この情報には、

発信者の名前、電話番号、転送先の番

号、および 初にダイヤルされた番号

が含まれます。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」の

章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone」の章

サイレント（DND） ユーザが電話機の着信コールをビジー

音でブロックできるようにします。有

効な値は次のとおりです。

• ユーザ コントロール（デフォル

ト）：ユーザは電話機で DND のオ

ン / オフを切り替えることができ

ます。

• 管理者 コントロール：ユーザは電

話機で DND のオン / オフを切り替

えることができません。

『Cisco Unified CallManager アドミニス

トレーション ガイド』の「SIP プロファ

イルの設定」の章を参照してください。

ファースト ダイヤ

ル サービス

ファースト ダイヤル コードを入力し

てコールを発信できるようにします。

ファースト ダイヤル コードは、電話番

号または個人アドレス帳のエントリに

割り当てることができます（この表の

「サービス」を参照）。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone サービスの

設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone サービス」の章

自動転送 すべてのコールを、指定の電話番号に

転送します。

『Cisco Unified CallManager アドミニス

トレーション ガイド』を参照してくだ

さい。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 参照先
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電話機で使用可能なテレフォニー機能
グループ コール

ピックアップ

ユーザが、他のグループの電話機で呼

び出し音が鳴っているコールに応答で

きるようにします（この表の「コール

ピックアップ」および「他のグループ

ピックアップ」も参照）。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の「ピッ

クアップ グループの設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「コール ピックアッ

プ」の章

保留 接続されたコールの状態をアクティブ

から保留にできるようにします。

この機能は、保留音（Music-on-Hold）

を使用する場合を除いて、設定する必

要はありません。詳細については、こ

の表内の「保留音」を参照してくださ

い。

即時転送 ユーザが、呼び出し音が鳴っている

コール、接続されているコール、また

は保留中のコールをボイス メッセー

ジ システムに直接転送できるように

します。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能お
よびサービス ガイド』の「即時転

送」の章

ミートミー会議 ユーザがミートミー会議を開催できる

ようにします。ミートミー会議では、

他の参加者は指定の時刻に指定の番号

に電話をかけます。

『Cisco Unified CallManager アドミニス

トレーション ガイド』の「ミートミー

番号 / パターンの設定」の章を参照し

てください。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 参照先
5-9
Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE および 7941G/7941G-GE アドミニストレーション ガイド for Cisco Unified CallManager 5.0（SIP）

OL-8183-01-J



第 5 章      機能、テンプレート、サービス、およびユーザの設定

電話機で使用可能なテレフォニー機能
メッセージ受信イン

ジケータ

電話機の受話器のライト（「ランプ」）

が点滅または点灯して、着信コールま

たは新しいボイス メッセージがある

ことを示します。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の「メッ

セージ受信の設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「ボイスメールの

Cisco Unified CallManager への接続

性」の章

保留音 発信者が保留になっている間、音楽を

再生します。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Music On Hold オーディオ ソース

の設定」および「Music On Hold
サーバの設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「保留音」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能お
よびサービス ガイド』の「Music
On Hold」の章

オンフック コール

転送

［転送］ソフトキーを 1 回押してオン

フックにするだけで、コールを転送で

きるようにします。

『Cisco Unified CallManager システム ガ

イド』の「Cisco Unified IP Phone」の章

を参照してください。

他のグループ ピッ

クアップ

ユーザのグループに関連付けられた他

のグループの電話機で呼び出し音が

鳴っているコールに応答できるように

します。

（この表の「コール ピックアップ」お

よび「グループ コール ピックアップ」

も参照してください。）

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の「ピッ

クアップ グループの設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「コール ピックアッ

プ」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 参照先
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電話機で使用可能なテレフォニー機能
プレゼンス対応ディ

レクトリ

ユーザは、コール ログ、短縮ダイヤル、

および社内ディレクトリに一覧された

別の電話番号（DN）のコール状態を監

視できます。DN の BLF にコール状態

が表示されます。

『Cisco Unified CallManager 機能および

サービス ガイド』の「プレゼンス」の

章を参照してください。

Private Line 

Automated Ringdown

（PLAR）

Cisco Unified CallManager の管理者は、

受話器が外されるとすぐに Cisco

Unified IP Phone によってダイヤルされ

る電話番号を設定できます。これは、

緊急番号または「ホットライン」番号

を呼び出すための電話機に役立ちま

す。

『Cisco Unified CallManager システム ガ

イド』の「ダイヤル規則の概要」の章

を参照してください。 

プライバシー 回線を共有するユーザ間で、ユーザを

コールに追加したり、他のユーザの

コールに関する情報を電話機の LCD

スクリーンに表示したりできないよう

にします。 

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」の

章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能お
よびサービス ガイド』の「割り込

みとプライバシー」の章

Quality Reporting 

Tool（QRT）

ユーザがコール品質情報を送信できる

ようにします。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能お
よびサービス ガイド』の「Quality
Report Tool」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 参照先
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電話機で使用可能なテレフォニー機能
リダイヤル ソフトキーを押すと 後にダイヤルし

た電話番号にコールできるようにしま

す。

この機能は設定する必要はありませ

ん。

呼び出し音の設定 電話機に別のアクティブ コールが着

信した場合に、回線で使用される呼び

出し音のタイプを指定します。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「電話番号の設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager 機能お
よびサービス ガイド』の「カスタ

ム電話呼び出し音」の章

• カスタム呼び出し音の作成（P.6-3）

サービス Cisco Unified CallManager の管理ペー

ジで、システム管理者が［IP Phone サー

ビスの設定 (IP Phone Services 

Configuration)］メニューを使用して、

ユーザが登録できる電話サービスのリ

ストを定義および管理できるようにし

ます。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone サービスの

設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone サービス」の章

サービス URL ボタ

ン

ユーザが、サービス ボタンや［サービ

ス］メニューを使用せずに、電話機の

回線キーからサービスにアクセスでき

るようにします。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」の

章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone サービス」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 参照先
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電話機で使用可能なテレフォニー機能
共有回線 複数の電話機で同じ電話番号を共有し

たり、電話番号を同僚と共有したりで

きるようにします。

『Cisco Unified CallManager システム ガ

イド』の「Cisco Unified IP Phone」の章

を参照してください。

短縮ダイヤル ユーザが（番号を手動でダイヤルする

のではなく）インデックス コードを入

力するか、ボタンを押すか、または電

話機の LCD スクリーンの項目を選択

して、コールを発信できるようにしま

す。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco Unified IP Phone の設定」の

章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Cisco Unified IP
Phone」の章

Time-of-Day 

ルーティング

指定されたテレフォニー機能へのアク

セスを時間で制限します。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「時間帯の設定」の章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「Time-of-Day ルー

ティング」の章

転送 ユーザが、転送受信者に打診して、ま

たは打診せずに、1 つのコールを新し

い番号にリダイレクトできるようにし

ます。

（この表の「オンフック コール転送」も

参照してください。）

この機能は設定する必要はありませ

ん。

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 参照先
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ボイス メッセージ

システム

ボイス メッセージ サービスのサポー

トを提供します。

詳細については、次の箇所を参照して

ください。

• 『Cisco Unified CallManager アドミ
ニストレーション ガイド』の

「Cisco ボイスメール ポートの設

定」の章

• 『Cisco Unified CallManager システ
ム ガイド』の「ボイスメールの

Cisco Unified CallManager への接続

性」の章

表 5-1 Cisco Unified IP Phone のテレフォニー機能（続き）

機能 説明 参照先
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社内ディレクトリとパーソナル ディレクトリの設定
Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE および 7941G/7941G-GE では、ユーザが

ディレクトリ ボタンを使用して、次のディレクトリにアクセスできます。

• 社内ディレクトリ：ユーザが社内従業員の電話番号を検索できます。

この機能を使用するには、システム管理者が社内ディレクトリを設定する必

要があります。詳細については、P.5-15 の「社内ディレクトリの設定」を参

照してください。

• パーソナル ディレクトリ：ユーザが個人の電話番号を保存できます。

この機能を使用するには、パーソナル ディレクトリを設定するためのソフ

トウェアを、管理者がユーザに提供する必要があります。詳細については、

P.5-16 の「パーソナル ディレクトリの設定」を参照してください。

社内ディレクトリの設定

Cisco Unified CallManager では、LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）ディ

レクトリを使用して、Cisco Unified CallManager とインターフェイスする

Cisco Unified CallManager アプリケーションのユーザに関する認証と許可の情報

が保存されます。認証によって、システムにアクセスするためのユーザ権限が確

立されます。一方、許可は、ユーザが使用許可を持つテレフォニー リソース（特

定の内線番号など）を指定するものです。

これらの機能をインストールおよび設定するには、『Cisco Customer Directory 設

定用プラグインのインストールおよびその設定』を参照してください。このマ

ニュアルは、Cisco Unified CallManager を、Microsoft Active Directory および

Netscape Directory Server と統合する設定プロセスについて説明しています。

LDAP ディレクトリの設定が完了すると、Cisco Unified IP Phone で社内ディレク

トリ サービスが有効になり、ユーザが社内ディレクトリにアクセスできるよう

になります。 
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社内ディレクトリとパーソナル ディレクトリの設定
パーソナル ディレクトリの設定

パーソナル ディレクトリには、次の機能があります。

•  個人アドレス帳（PAB）

• 個人ファースト ダイヤル（ファースト ダイヤル）

• アドレス帳同期ツール（TABSynch）

次の方法でパーソナル ディレクトリの機能にアクセスできます。

• Web ブラウザ：Cisco Unified CallManager のユーザオプション Web ページか

ら PAB およびファースト ダイヤル機能にアクセスできます。

• Cisco Unified IP Phone：［ディレクトリ］>［パーソナル ディレクトリ］を選

択して、電話機から PAB およびファースト ダイヤル機能にアクセスできま

す。

• Microsoft Windows アプリケーション：TABSynch ツールを使用して、PAB を
Microsoft Outlook と同期させることができます。

Web ブラウザからパーソナル ディレクトリを設定するには、ユーザはユーザ オ

プション Web ページにアクセスする必要があります。また、ユーザに URL とロ

グイン情報を提供する必要があります。 

Microsoft Outlook と同期させるには、ユーザは管理者から提供された TABSynch

ユーティリティをインストールする必要があります。ユーザに配布する

TABSynch ソフトウェアを入手するには、Cisco Unified CallManager の管理ページ

で［アプリケーション］>［プラグイン］の順に選択し、Cisco IP Phone Address

Book Synchronizer をクリックします。
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電話ボタン テンプレートの変更
電話ボタン テンプレートの変更
電話ボタン テンプレートを使用すると、機能を回線 / 短縮ダイヤル ボタンに割

り当てられます。

テンプレートを変更してから電話機をネットワークに登録するのが、適切な方法

です。この方法によって、登録時に Cisco Unified CallManager の管理ページから、

カスタマイズ済みの電話ボタン テンプレート オプションにアクセスできます。

電話ボタン テンプレートを変更するには、Cisco Unified CallManager の管理ペー

ジで、［デバイス］>［デバイスの設定］>［電話ボタン テンプレート］の順に選

択します。電話ボタン テンプレートを電話機に割り当てるには、Cisco Unified

CallManager の管理ページの［電話の設定 (Phone Configuration)］ページの［電話

ボタンテンプレート (Phone Button Template)］フィールドを使用します。詳細に

ついては、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイド』および

『Cisco Unified CallManager システム ガイド』を参照してください。

Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE の標準テンプレートでは、ボタン 1 と 2

は回線用に、ボタン 3 ～ 6 は短縮ダイヤルとして、またはサービスへのアクセス

用に使用します。電話機の他の機能（コール パーク、コール転送、リダイヤル、

保留、復帰、ボイス メッセージ システム、会議など）を使用する場合は、

Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE のソフトキーを使用します。

Cisco Unified IP Phone 7941G/7941G-GE の標準テンプレートでは、ボタン 1 と 2

は回線用に使用します。電話機の各機能（コール パーク、コール転送、リダイ

ヤル、保留、復帰、ボイス メッセージ システム、会議など）を使用する場合は、

Cisco Unified IP Phone 7941G/7941G-GE のソフトキーを使用します。
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ソフトキー テンプレートの設定
Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE および 7941G/7941G-GE でサポートされ

ているアプリケーションに関連付けるソフトキーは、Cisco Unified CallManager

の管理ページを使用して管理できます。Cisco Unified CallManager では、2 種類の

ソフトキー テンプレート（標準と非標準）をサポートしています。標準のソフ

トキー テンプレートには、標準ユーザおよび標準機能があります。ソフトキー

をサポートしているアプリケーションには、1 つまたは複数の標準のソフトキー

テンプレートを関連付けることができます。標準のソフトキー テンプレートを

変更するには、そのコピーを作成して別の名前を付け、コピーしたソフトキー

テンプレートに変更を加えます。非標準のソフトキー テンプレートも変更でき

ます。

ソフトキー テンプレートを設定するには、Cisco Unified CallManager の管理ペー

ジで、［デバイス］>［デバイスの設定］>［ソフトキー テンプレート］の順に選

択します。ソフトキー テンプレートを電話機に割り当てるには、Cisco Unified

CallManager の管理ページの［電話の設定 (Phone Configuration)］ページの［ソフ

トキーテンプレート (Softkey Template)］フィールドを使用します。詳細について

は、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイド』および『Cisco

Unified CallManager システム ガイド』を参照してください。
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サービスの設定
サービスの設定
Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE および 7941G/7941G-GE のサービス ボタ

ンを使用することによって、ユーザは各種の Cisco Unified IP Phone サービスにア

クセスできます。また、電話機のプログラマブル ボタンにサービスを割り当て

ることもできます（詳細については、『Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE お

よび 7941G/7941G-GE 電話ガイド』を参照してください）。これらのサービスは、

XML アプリケーションで構成されているので、電話機でテキストとグラフィッ

クスを使用した対話型のコンテンツの表示が可能です。たとえば、地元の映画館

の上映時間、株価情報、天気予報のようなサービスがあります。

ユーザがサービスにアクセスできるようにするには、次の作業を行っておく必要

があります。

• Cisco Unified CallManager の管理ページを使用して、利用可能なサービスを

設定します。

• ユーザは、Cisco Unified CallManager のユーザ オプション アプリケーション

を使用して、サービスに登録します。この Web ベースのアプリケーション

が提供する GUI（グラフィカル ユーザ インターフェイス）を使用すると、

エンド ユーザは IP Phone のアプリケーションの設定を一部行うことができ

ます。

サービスを設定する前に、設定するサイトの URL アドレスをすべて入手し、ユー

ザが社内 IP テレフォニー ネットワークからこれらのサイトにアクセスできるか

どうかを確認してください。 

これらのサービスを設定するには、Cisco Unified CallManager の管理ページで、

［デバイス］>［デバイスの設定］>［IP Phone サービス］の順に選択します。詳

細については、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイド』お

よび『Cisco Unified CallManager システム ガイド』を参照してください。

これらのサービスを設定した後、ユーザが Cisco Unified CallManager のユーザ オ

プション Web ページにアクセスできるかどうかを確認してください。このペー

ジでは、ユーザは設定済みのサービスを選択し、登録することができます。シス

テム管理者がエンド ユーザに提供する必要のある情報については、P.A-5 の

「サービスへの登録方法と電話機能の設定方法」を参照してください。
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Cisco Unified CallManager へのユーザの追加
（注） エクステンション モビリティ サービスをユーザ用に設定するには、

『Cisco Unified CallManager 機能およびサービス ガイド』を参照してください。

Cisco Unified CallManager へのユーザの追加
Cisco Unified CallManager にユーザを追加すると、ユーザに関する情報を表示お

よび保持することができます。また、各ユーザは次のタスクを実行できるように

なります。

• Cisco Unified IP Phone から、社内ディレクトリやその他のカスタマイズされ

たディレクトリにアクセスする。

• パーソナル ディレクトリを作成する。

• 短縮ダイヤル番号とコール転送番号を設定する。

• Cisco Unified IP Phone からアクセスできるサービスに登録する。

次のいずれかの方法を使用して、Cisco Unified CallManager にユーザを追加でき

ます。

• ユーザを個別に追加するには、Cisco Unified CallManager の管理ページを使

用し、［ユーザ管理］>［エンド ユーザ］の順に選択します。 

ユーザの追加の詳細については、『Cisco Unified CallManager アドミニスト
レーション ガイド』を参照してください。ユーザ情報の詳細については、

『Cisco Unified CallManager システム ガイド』を参照してください。

• ユーザを一括して追加するには、Bulk Administration Tool を使用しまする。

この方法では、すべてのユーザに対して同じデフォルト パスワードを設定

することもできます。

詳細については、『Cisco Unified CallManager Bulk Administration ガイド』を

参照してください。
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ユーザ オプション Web ページの管理
ユーザ オプション Web ページから、ユーザは電話機のいくつかの機能と設定を

カスタマイズおよび制御することができます。ユーザ オプション Web ページの

詳細については、『Cisco Unified IP Phone 7961G/7961G-GE および

7941G/7941G-GE 電話ガイド』を参照してください。

ユーザへのユーザ オプション Web ページに対するアクセス権限の付与

ユーザがユーザ オプション Web ページにアクセスできるようにするには、シス

テム管理者は Cisco Unified CallManager の管理ページを使用してユーザをエンド

ユーザとして設定する必要があります。また、適切な電話機をユーザに関連付け

る必要があります。これらの手順を実行するには、Cisco Unified CallManager の

管理ページから［ユーザ管理］>［エンド ユーザ］の順に選択します。

詳細については、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイド』の

「エンド ユーザの設定」の項を参照してください。

ユーザ オプション Web ページに表示されるオプションの指定

デフォルトでは、ユーザ オプション Web ページのほとんどのオプションが表示

されます。ただし、次の 2 つのオプションはデフォルトでは表示されません。

• Show Ring Settings

• Show Line Text Label Settings

Cisco Unified CallManager の管理ページのエンタープライズ パラメータの設定値

を使用して、ユーザ オプション Web ページに表示するオプションを制御できま

す。

（注） この設定は、社内のすべてのユーザ オプション Web ページに適用されます。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CallManager の管理ページで、［システム］>［エンタープライズ パ

ラメータ］を選択します。

［エンタープライズパラメータ設定 (Enterprise Parameters Configuration)］ページが

表示されます。

ステップ 2 CCMUser Parameters エリアで、パラメータの［パラメータ値 (Parameter Value)］

ドロップダウン リストから次のいずれかの値を選択して、パラメータをユーザ

オプション Web ページに表示するかどうかを指定します。

True：オプションはユーザ オプション Web ページに表示されます（デフォルト）。

False：オプションはユーザ オプション Web ページに表示されません。
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